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◆歳入　　　　
区　分 予算額

町 税 18 億 3,943
地方譲与税・各種交付金 6 億 3,450
地 方 交 付 税 39 億 7,518
分担金及び負担金 4,797
使用料及び手数料 1億 5,810
国 庫 支 出 金 13 億 8,505
道 支 出 金 7億 3,558
繰 入 金 9億 8,180
繰 越 金 100
諸 収 入 1億 3,916
町 債 8億 9,760
そ の 他 463

計 108 億

　歳出の総務費では自治体情報システム標準化事業等の増により約２億６，６６８万円の増額、民生費では児童手当
などの増により１億４，３６７万円の増額、衛生費では町営斎場建替事業、一般廃棄物最終処分場施設整備事業など
の増により４億３，６７４万円の増額、土
木費では橋りょう補修整備事業、町道法
面対策事業、ロータリ除雪車購入事業、
各公園環境整備事業、下水道事業会計負
担金の減により約６億７，２３７万円の減
額となっています。
　歳入では、地方交付税は５，８７６万円
の増額、繰入金はふるさと応援寄附金基金
繰入金などの増により約２億２，５１７万
円の増額、町債は、臨時財政対策債の新規
発行額が生じないこととなり皆減となり
ましたが、過疎対策事業債などの増によ
り約１億７，００２万円の増額、分担金及
び負担金はし尿・浄化槽汚泥受入施設建
設事業負担金の減により約５億９５５万
円の減額を見込んでいます。　

　  一般会計予算

　本会計は、余市町にお住まいで他の健康
保険制度に加入していない方を対象とし
て、保険医療給付を行うことを目的に設置
されている会計です。国保の都道府県化に
より、国保事業費納付金を北海道に納付
し、給付に必要な費用は全額北海道から交
付を受けます。新年度予算は、前年度に比
べ１億３，７１０万円（５．３％）の減額と
なっており、加入者の保険税のほか、道支
出金、一般会計からの繰入金により運営を
行います。

　本事業は、７５歳以上（６５歳から７４
歳で一定の障がいを持つ方を含む）の方の
保険医療給付を行う事業であり、その運営
は北海道後期高齢者医療広域連合が行いま
す。本会計は、その事業のうち加入者の保
険料徴収や各種申請の受付業務を行いま
す。新年度予算は、前年度に比べ７２５万
円(１．９％)の増額となっています。

　  国民健康保険 特別会計

　  後期高齢者 医療特別会計

特別会計予算の概要

 ◆歳入
区　分 予算額

後期高齢者医療保険料 2億 6,892
使用料及び手数料 2
繰 入 金 1億 1,610
繰 越 金 0
諸 収 入 101

計 3 億 8,605

 ◆歳出 　　　　　　　（単位：万円）

区　分 予算額
総 務 費 310
後 期 高 齢 者 医 療
広 域 連 合 納 付 金 3億 8,194

諸 支 出 金 100
予 備 費 1

計 3億 8,605

令和７年度予算の概要
  一般会計予算総額は１０８億円となり、前年対比で３億円（２.９％）の増額となりました。
　本年度は、食と文化のリンクにより新たな地域資源を活用するガストロノミーツーリズム推進事業の拡充により、
さらなる観光振興と地域経済の発展につなげるとともに新たな子育て推進や健康の増進に関する事業を実施するな
ど、未来に向けて持続可能な住みやすい町をつくることに重点を置き予算編成を行いました。

◆歳出　　　　　　　（単位：万円）

区　分 予算額
議 会 費 1億 2,806
総 務 費 16 億 4,355
民 生 費 24 億 6,234
衛 生 費 21 億 4,795
労 働 費 4,749
農 林 水 産 業 費 2億 5,279
商 工 費 3億 149
土 木 費 17 億 7,078
消 防 費 5億 1,832
教 育 費 8億 7,198
公 債 費 6億 5,025
予 備 費 500

計 108 億

 ◆歳入
区　分 予算額

国民健康保険税 3億 6,128
一 部 負 担 金 0
使用料及び手数料 40
道 支 出 金 18 億 8,519
繰 入 金 1億 9,953
繰 越 金 100
諸 収 入 50

計 24 億 4,790

◆歳出　　　　　　　  （単位：万円）

区　分 予算額
総 務 費 3,316
保 険 給 付 費 18 億 4,889

国民健康保険事業費納付金 5 億 3,760
保 健 事 業 費 2,375
公 債 費 100
諸 支 出 金 250
予 備 費 100

計 24 億 4,790



　水道事業は、町民の皆さんに水道水を供給する事業であり、公営企業として事業に要する経費等の大部分は
皆さんからの「水道料金収入」でまかなわれています。
　新年度予算（総支出額）は、資本的支出の建設改良費（配水管や老朽管の更新工事、浄水施設の設備更新工
事など）の増加により、前年度に比べ３億５，７７９万円（２６.３％）の増額となっています。

　介護保険事業は、介護サービスに係る保
険給付と介護予防などを目的とする地域支
援事業を行っており、これらの事業費は国・
道・町の公費負担と３年ごとに見直される
保険料などにより賄われています。
　新年度予算は前年度に比べ、４，
３７５万円（１．８％）の増額となってい
ます。

　  介護保険 特別会計

企業会計予算の概要
　  公営企業会計（水道事業）

　※ここでは予算の概要についてお知らせしていますが、予算の詳細については、後日ホームページにて
　　お知らせします（６月上旬予定）。

　下水道事業は、公衆衛生の向上と公共用水域の水質の保全を図るほか、雨水による浸水被害の軽減に取り
組んでいます。新年度予算（総支出額）は、広域化事業のための施設整備が完了したことに伴う資本的支出
の建設改良費（汚水管の布設工事、下水処理場の施設や設備の更新工事など）の減少により、前年度に比べ
８億９９０万円（２５．６％）の減額となっています。

　  公営企業会計（下水道事業）

※総収入と総支出の差額（約３億８,０２９万円）は、本年度の収益的支出中、「営業費用」に現金支出が伴わないもの（減価
償却費等：約５億５,６４０万円）が含まれていることと、前年度からの繰越金等で補填しています。
※収益的収入・支出とは、下水道使用料などの収入と、汚水処理のための経費や施設の維持管理などの経費です。
※資本的収入・支出とは、下水道施設整備をするための財源と経費です。

◆総収入　　　　　　　　　　　　　　　
収 益 的 収 入 資 本 的 収 入

営 業 収 益 6億 97 出 資 金 1,629
営業外収益 1億 4,728 国道補助金 2,260

工事負担金 1,030
企 業 債 5億 3,810

計 7 億 4,825 計 5 億 8,729
総 収 入 13億3,554

◆総支出　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
収 益 的 支 出 資 本 的 支 出

営 業 費 用 6億 9,135 建設改良費 6億 5,163
営業外費用 7,913 企業債償還金 2億 9,487
特 別 損 失 100
予 備 費 10

計 7 億 7,158 計 9 億 4,650
総 支 出 17億1,808

※総収入と総支出の差額（約３億８,２００万円）は、本年度の収益的支出中、「営業費用」に現金支出が伴わないもの（減価
償却費等：約３億２,９００万円）が含まれていることと、前年度からの繰越金等で補填しています。
※収益的収入・支出とは、水道料金などの収入と、水道水をつくるための経費や施設の維持管理などの経費です。
※資本的収入・支出とは、水道施設整備をするための財源と経費です。

◆総収入　　　　　　　　　　　　　　　
収 益 的 収 入 資 本 的 収 入

営 業 収 益 3億 4,785 他会計補助金 5,137
営業外収益 6億 4,151 国道補助金 3億 8,254

負 担 金 31
企　業　債 5億 4,960

計 9 億 8,936 計 9 億 8,382
総 収 入 19億7,318

◆総支出　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
収 益 的 支 出 資 本 的 支 出

営 業 費 用 8億 6,765 建設改良費 8億 2,663
営業外費用 7,303 企業債償還金 5億 8,563
特 別 損 失 43
予 備 費 10

計 9 億 4,121 計 14億1,226
総 支 出 23億5,347
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 ◆歳入
区　分 予算額

保 険 料 3 億 9,929
使用料及び手数料 2
国 庫 支 出 金 6億 5,448
支払基金交付金 6億 5,516
道 支 出 金 3億 6,195
財 産 収 入 1
繰 入 金 4億 4,258
繰 越 金 1
諸 収 入 5

計 25 億 1,355

  ◆歳出　　　　　　  （単位：万円）
区　分 予算額

総 務 費 3,292
保 険 給 付 費 23 億 3,243
地域支援事業費 1億 4,594
諸 支 出 金 105
基 金 積 立 金 1
公 債 費 20
予 備 費 100

計 25 億 1,355
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